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げんかんには、 かんばんが かかっていました。

おそる おそる、 さいし ょ の へやの ド アを あけてみると……
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ふたりは、 しまに むかって ボート を こぎはじめました。

ボート を こぎまし ょ  いち にっ さあ ん

「 さあ ん」 の と ころで

おおきな こえを だすと 、

ボート は、 すいーっ すいーっと  すすみます。

ボート を こぎまし ょ  いち にっ さあ ん

ボート を こぎまし ょ  いち にっ さあ ん

しまが、 ぐんぐん ちかづいて きました。

しまの むこう にも とびらが ひとつ。

あけてみると……

いっぱい 

いきを だしてね。

おなかが

へこんできたかしら。
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つぎは みつばちの へや。

ふたりは、 みつばちと  いっし ょ に とびまわります。

ぶんぶんぶん はちが とぶ

おいけの まわりに のばらが さいたよ

ぶんぶんぶん はちが とぶ

おおきな こえで、 なんかいも なんかいも う たいましたよ！

たく さん

のばして

う たってね。
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ふたりは、 しゃぼんだまに のって そらへ そらへ……。

う たを う たって、 ほしと  あそびました。

きらきら ひかる おそらの ほしよ

まばたき しては みんなを みてる

きらきら ひかる おそらの ほしよ

ずっと  こえを のばしていたら、

やっぱり  おなかが ぺちゃんこに

なったかな？
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